
問題１（Ａ） 教科書

次の極限を求めよ。

(1) lim
n→∞

(n2 − n) (2) lim
n→∞

(n2 − n3)

問題２（Ａ） 教科書

次の極限を求めよ。

(1) lim
n→∞

3n + 1
n + 2

(2) lim
n→∞

2n2 + 3n + 1
3n2 + 4n + 5

(3) lim
n→∞

n + 1
n2 + n + 1

(4) lim
n→∞

n2 + 2n
2n + 1

問題３（Ａ） 教科書

次の数列の極限値を求めよ。

(1) lim
n→∞

1√
n2 + n − n

(京都産業大学) (2) lim
n→∞

(
√

n2 + n −
√

n2 − n) (明治大学)

(3) lim
n→∞

n
√4 + 1

n
− 2
 (名古屋市大)

問題４ (C)

数列の極限 lim
n→∞
{ 3
√

(n3 − n2)2 − 2n
3√
n3 − n2 + n2}の値は である。

（産業医科大学)

問題５（Ｂ） 教科書

第 n項が
√

(n − 1)(2n − 1) + knである数列 {an}が収束するように定数 kの値を定め
よ。また、極限値 lim

n→∞
anを求めよ。



問題６（Ｂ）

lim
n→∞

1
an + b −

√
3n2 + 2n

= 5のとき、a = , b = である。 (名城大学)

問題７（Ａ） 教科書

次の極限値を求めよ。

(1) lim
n→∞

1 · 2 + 2 · 3 + · · · + n(̇n + 1)
n3 (東京電機大学)

(2) lim
n→∞

13 + 23 + · · · + n3

n4

問題８（Ａ） 教科書

数列 {an}の初項から第 n項までの和 S nが S n = 2n3 + 9n2 + 7nで表されるとする。

(1) 数列 {an}の一般項を求めよ。
(2) bn =

1
an
とおくとき、数列 {bn}の初項から第 n項までの和 Tnを求めよ。

(3) （２）で求めた Tn を一般項とする数列 {Tn} について、 lim
n→∞

Tn を求めよ。

(室蘭工業大学)

問題９（Ｂ）

lim
n→∞

bn = B, lim
n→∞

(an − bn) = 0のとき、 lim
n→∞

anの極限値を求めよ。



問題１０（Ｂ）

数列 {an}が lim
n→∞

(2n + 3)an = 2をみたすとき、次の極限値を求めよ。

(1) lim
n→∞

an (2) lim
n→∞

nan

問題１１（Ｂ）

lim
n→∞

2an

an + 3
= 1のとき、 lim

n→∞
anを求めよ。

問題１２（Ａ） 教科書

次の極限を求めよ。

(1) lim
n→∞

3n

2n + 5n (2) lim
n→∞

(4n − 3n) (3) lim
n→∞

(−1)n + (−3)n+2

(−3)n + 2n

問題１３（Ａ） 教科書

次の極限を求めよ。

(1) lim
n→∞

rn

rn + 1
(ただし r \= −1) (2) lim

n→∞
rn

r2n + 1

問題１４（Ｂ）

a, bを正の実数とするとき、極限 c = lim
n→∞

1 + bn

an+1 + bn+1 を考える。このとき、以下の

問いに答えなさい。

(1) a = 2, b = 2のとき、cの値を求めなさい。

(2) a > 2, b = 2のとき、cの値を求めなさい。

(3) b = 3のとき、c = 1
3
となる aの範囲を求めなさい。

(福島大学) 　　



問題１５（Ｂ） 教科書

数列
{(

x
2x − 1

)n}
が収束するような、実数 xの値の範囲を求めよ。ただし、x \= 1

2

問題１６（Ａ） 教科書

次の極限を求めよ。ただし、[x]は xを超えなさい最大の整数を表す。

(1) lim
n→∞

1
n

sin nπ
4

(2) lim
n→∞

(−1)n

n
(3) lim

n→∞

[
n
2

]
n + 1

問題１７（Ｂ）

実数 xに対して [x]をm ≦ x < m + 1を満たす整数mとする。このとき

lim
n→∞

[
102nπ

]
102n

を求めよ。 (山梨大学)

問題１８（Ｂ） 教科書

次の極限を求めよ。ただし、「a > 0のとき、 lim
n→∞

a
1
n = 1」は既知とする

(1) lim
n→∞

n√
3n + 2n (2) lim

n→∞
1
n

log(3n + 2n)

問題１９（Ｂ）

a > 0, b > 0とする。このとき、 lim
n→∞

n√
an + bnの極限値を求めよ。



問題２０（Ｂ）

関数 f (x) (x > 0)を

f (x) = lim
n→∞

n
√

(7x + 6)n + (9x)n

により、定める。「正の実数 aに対して lim
n→∞

n√a = 1」ということなどから、

0 < x ≦ ア のときには f (x) = イ x + ウ であり、

x > ア のときは f (x) = エ x + オ であることが分かる。

(東京理科大学)

問題２１（Ｃ） 教科書

(1) h > 0であるとき、(1 + h)n > 1 + nhを示せ。ただし、nは２以上の整数。

(2) r > 1のとき、 lim
n→∞

rn = ∞であることを示せ。

問題２２（Ｃ）

(1) h > 0であるとき、
(
1 + h

n

)n
> 1 + hを示せ。ただし、nは２以上の整数。

(2) a > 1のとき、 lim
n→∞

n√a = 1であることを示せ。

問題２３（Ｃ）

(1) h > 0であるとき、(1 + h)n ≧ 1 + nh +
n(n − 1)

2
h2を示せ。ただし、nは自然数。

(2) lim
n→∞

n
2n = 0であることを示せ。



問題２４（Ａ）　数列 教科書

次の条件によって定められる数列 {an}の一般項を求めよ。

(1) a1 = 1, an+1 − an = 2

(2) a1 = 3, an+1 − an = 2n

問題２５（Ａ）　数列 教科書

次の条件によって定められる数列 {an}の一般項を求めよ。

(1) a1 = 3, an+1 = 3an

(2) a1 = 4, an+1 − 3 = 2(an − 3)

問題２６（Ａ）　数列 教科書

次の条件によって定められる数列 {an}の一般項を求めよ。

(1) a1 = 2, an+1 = 3an − 2

(2) a1 = 1, 2an+1 = an − 2

問題２７（Ａ）　数列 教科書

a1 = 4, an+1 = 6an + 2n+2によって定められる数列 {an}の一般項を求めよ。

問題２８（Ａ）　数列 教科書

a1 =
1
2
, an+1 =

an

2an + 3
によって定められる数列 {an}の一般項を求めよ。



問題２９（Ｂ）　数列 教科書

a1 = 1, an+1 = 2an + n − 1によって定められる数列 {an}の一般項を求めよ。

問題３０（Ａ）　数列 教科書

数列 {an}の初項から第 n項までの和を S nとする。S n = n2+4nであるとき、数列 {an}
の一般項を求めよ。

問題３１（Ｂ）　数列 教科書

次の条件によって定められる数列 {an}の一般項を求めよ。

(1) a1 = 1, a2 = 5, an+2 − 5an+1 + 6an = 0

(2) a1 = 1, a2 = 2, an+2 + 3an+1 − 4an = 0

(3) a1 = 1, a2 = 5, an+2 − 6an+1 + 9an = 0

問題３２（Ｂ）　数列

a1 = 1, b1 = 3, an+1 = 2an + bn, bn+1 = an + 2bnで定められる数列 {an}と数列 {bn}があ
る。このとき、数列 {an}と数列 {bn}の一般項を求めよ。

問題３３（Ｃ）　数列

a1 = 1, b1 = 3, an+1 = 3an + bn, bn+1 = 2an + 4bnで定められる数列 {an}と数列 {bn}が
ある。このとき、数列 {an}と数列 {bn}の一般項を求めよ。



問題３４（Ｂ）　数列

次の条件によって定められる数列 {an}の一般項を求めよ。

(1) a1 = 1, (n + 2)an+1 = nan

(2) a1 = 5, an+1 =
2n − 1
2n + 3

an

(3) a1 = 1, (n + 3)an+12nan

問題３５（Ｂ）　数列

a1 = 4, an+1 = 8a2
nによって定められる数列 {an}の一般項を求めよ。

問題３６（Ｄ）　数列

a1 = 1, an+1 =
2an + 1
3an + 4

によって定められる数列 {an}の一般項を求めよ。

問題３７（Ｄ）　数列

数列 {an}を、a1 = 2, an+1 =
4an + 1
2an + 3

(n = 1, 2, 3, · · · )で定める。このとき、以下の

問いに答えよ。

(1) ２つの実数 αと βに対して、bn =
an + β

an + α
(n = 1, 2, 3, · · · )とおく。数列 {bn}が

等比数列となるような αと β (α > β)を１組求めよ。
(2) 数列 {an}の一般項 anを求めよ。

(東北大学)

問題３８（Ａ）　数列 教科書

すべての自然数 nに対して、等式 12 + 22 + · · · + n2 =
1
6

n(n + 1)(2n + 1) · 1⃝が成立す

ることを数学的帰納法を用いて示せ。



問題３９（Ａ）　数列 教科書

すべての自然数 nに対して、不等式
2n > nが成立することを数学的帰納法を用いて示せ。

問題４０（Ａ） 教科書

lim
n→∞

(
1 + 1

n

)n
= eは既知であるとする。次の極限値を求めよ。

(1) lim
n→∞

(
1 + 1

n

)3n
の極限値を求めよ。 (2) lim

n→∞

(
1 + 1

2n

)n

問題４１（Ｂ orＣ）

数列 {an} (n = 1, 2, 3, · · · )は漸化式

(n + 3)an+1 − (2n + 4)an + (n + 1)an−1 = 0 (n ≧ 2)

を満たしている。次の問いに答えよ。

(1) bn = an+1 − anとおく。bnを bn−1 (n ≧ 2)で表せ。

(2) bnを nと b1を用いて表せ。

(3) a1 =
1
3
, a2 =

1
2
であるとき、anを求めよ。

(4) （３）で求めた anに対して、 lim
n→∞

(an)nを求めよ。

(関西大学)



問題４２（Ｂ orＣ）

aを正の定数とし、次のように定められた２つの数列 {an} , {bn}を考える。
a1 = a, an+1 =

1
2

(
an +

4
an

)
(n = 1, 2, 3, · · · )

bn =
an − 2
an + 2

(n = 1, 2, 3, · · · )

このとき、以下の問いに答えよ。

(1) −1 < b1 < 1であることを示せ。

(2) bn+1を anを用いて表せ。さらに、bn+1を bnを用いて表せ。

(3) b3, b4をそれぞれ b1を用いて表せ。

さらに、数列 {bn}の一般項 bnを nと b1を用いて表せ。

(4) 数列 {an}の一般項 anを nと b1を用いて表せ。

(5) 極限値 lim
n→∞

anを求めよ。

(電気通信大学)

問題４３（Ｂ）

次の条件によって定められる数列 {an} , {bn}がある。

a1 = 12, b1 = 0, an+1 =
3
4

an +
1
2

bn, bn+1 =
1
4

an +
1
2

bn (n = 1, 2, 3, · · · )

以下の問いに答えよ。

(1) a2, b2, a3, b3をそれぞれ求めよ。

(2) すべての自然数 nについて、an + bn = 12が成り立つことを証明せよ。

(3) 数列 {an} , {bn}の一般項を求めよ。
(4) 極限 lim

n→∞
an, lim

n→∞
bnを求めよ。

(大阪教育大学)



問題４４（Ｃ）

Oを原点とする数直線上に、点 Pn(xn) (n = 0, 1, 2, · · · )を次のようにとる。ただし、
xn は点 Pnの座標を表す。

x0 = 1とする。そして、nが偶数なら、線分OPnの中点を Pn+1とし、nが奇数なら、
線分 PnP0 を 1 : 2に内分する点を Pn+1とする。このとき、m = 0, 1, 2, · · · に対し、

x2m+1 = x2m　

x2m+2 = x2m+1 +

が成り立つ。したがって、

x2m+2 = x2m +

となり、

lim
m→∞

x2m = , lim
m→∞

x2m+1 =

を得る。

(日本医科大学)

問題４５（Ｂ） 教科書

数列 {an}は a1 > 0, an+1 =
√

3an + 10 (n ≧ 1)をみたすものとする。

(1) an+1 − 5 ≦ 3
5

an − 5 を証明せよ。

(2) lim
n→∞

anを求めよ。



問題４６（Ｂ）

a1 = 0, an+1 =
a2

n + 3
4

(n = 1, 2, 3, · · · )で定義される数列 {an}について、次の問いに
答えよ。

(1) 0 ≦ an < 1が成り立つことを、数学的帰納法で示せ。

(2) 1 − an+1 <
1 − an

2
が成り立つことを示せ。

(3) lim
n→∞

anを求めよ。

(岡山県立大学)

問題４７（Ｂ orＣ）

数列 {an}を初項 a1 = 1,漸化式 an+1 =
√

an + 2 (n ≧ 1)により定義する。このとき、
以下の問いに答えなさい。

(1) すべての自然数 nに対して、1 ≦ an < 2が成り立つことを証明しなさい。

(2) すべての自然数 nに対して、2− an+1 ≦
1

2 +
√

3
(2− an)が成り立つことを証明し

なさい。

(3) 数列 {an}が収束することを示し、極限値 lim
n→∞

anを求めよ。

(首都大学)

問題４８（Ｂ）

３点 (0, 0), A(2, 0), B(1,
√

3)を頂点とする△OABがある。点Oから辺 ABに引いた垂
線を OH1とする。次に、点 H1から辺 OAに引いた垂線を H1H2、点 H2から辺 OB
に引いた垂線を H2H3 、点 H3 から辺 ABに引いた垂線を H3H4 とする。以下、辺
OA,OB, AB上に、この順で垂線を引くことを繰り返し、点Hnを決め、線分Hn−1Hn

の長さを an (n ≧ 2)とする。a1 = OH1とするとき、次の問いに答えよ。

(1) a2, a3, a4を求めよ。

(2) anを nを用いて表せ。

(3) lim
n→∞

anを求めよ。

(岐阜薬科大学)



問題４９（Ｄ）

直角三角形△ABCにおいて∠Bは直角であるとし、辺ACの長さをαとする。辺ACを
n等分し、その分点を Aに近い方から順にD1,D2,D3, · · · ,Dn−1とおく。1 ≦ k ≦ n− 1
に対し、線分 BDkの長さを Lk とする。このとき、以下の問いに答えよ。

(1) S n =
n−1∑
k=1

(Lk)2を αと nで表せ。

(2) lim
n→∞

S n

n
を αで表せ。

(北海道大学)

問題５０（Ｂ） 教科書

nを自然数とする。白玉４個と赤玉８個が入っている袋から、玉を１個取り出し、色
を見てからもとにもどす試行を n回繰り返すとき、白玉が偶数回出る確率を pnとす
る。ただし、0は偶数と考える。

(1) pn+1を pnで表せ。

(2) 数列 {pn}の一般項を求めよ。
(3) 極限 lim

n→∞
pnを求めよ。

(日本女子大学)



問題５１（Ｂ orＣ）

△ABCの頂点を移動する点 Pがあり、はじめ頂点 Aにいる。その後、１秒後に、以
下の規則に従ってその位置を変化させる。

(A)頂点 Aにいるときは、確率 1
2
で頂点 Bに移るか、確率 1

2
で頂点Cに移る。

(B)頂点 Bにいるときは、確率 1
2
で頂点 Aに移るか、確率 1

4
で頂点 Bにとどまる

か、確率 1
4
で頂点Cに移る。

(C)頂点 Cにいるときは、確率 1
2
で頂点 Aに移るか、確率 1

4
で頂点 Bへ移るか、

確率 1
4
で頂点Cにとどまる。

はじめ頂点 Aにいた点 Pが n秒後に頂点 A、頂点 Bにいる確率をそれぞれ pn, qnと
する。以下の問いに答えよ。

(1) p1, q1, p2, q2を求めよ。

(2) pn+1, qn+1をそれぞれ pnの式で表せ。

(3) pn, qnをそれぞれ nの式で表せ。

(4) lim
n→∞

pn, lim
n→∞

qnをそれぞれ求めよ。

（愛知県立大学)


